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１

ペ
ー
ジ

告
　
示

◯
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
（
三
・
自
然
保
護
課
）
…
…
…
…
…
１

◯
地
籍
調
査
の
成
果
の
認
証
（
四
・
農
山
村
振
興
課
）
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
道
路
の
供
用
開
始
（
五
、
六
・
道
路
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
七
・
平
鹿
地
域
振
興
局
建
設

部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

◯
公
職
選
挙
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
（
一
）
…
…
…
…
…
…
２

公
安
委
員
会
告
示

◯
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
に
係
る
講
習
会
の
実
施
（
三
・
生
活
安
全

企
画
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

収
用
委
員
会
公
示
送
達

◯
土
地
収
用
事
件
裁
決
書
の
公
示
送
達
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

秋
田
県
告
示
第
三
号

秋
田
県
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例

（
平
成
十
七
年
秋
田
県
条
例
第
三
号
）
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
秋
田
県
営
秋
田
駒
ヶ
岳
情
報
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
を
指
定
し
た
の
で
、

同
条
例
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
一
月
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
指
定
管
理
者
の
住
所
及
び
名
称

仙
北
市
田
沢
湖
田
沢
字
潟
前
七
十
八
番
地

株
式
会
社
ア
ロ
マ
田
沢
湖

二
　
指
定
の
期
間

平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
四
号

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
地
籍
調
査
の
成
果
を
認
証
し
た
の
で
、
同
条
第

四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
一
月
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
（一）

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

横
手
市

（二）

成
果
の
名
称

横
手
市
の
地
籍
図
及
び
地
籍
簿

（三）

測
量
及
び
調
査
を
行
っ
た
地
域

横
手
市
大
森
町
八
沢
木
の
一
部

（四）

実
施
年
度
及
び
認
証
面
積

平
成
十
八
年
度

〇
・
三
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

（五）

認
証
年
月
日

平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
五
日

二
（一）

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

大
館
市

（二）

成
果
の
名
称

大
館
市
の
地
籍
図
及
び
地
籍
簿

（三）

測
量
及
び
調
査
を
行
っ
た
地
域

大
館
市
粕
田
・
花
岡
町
の
各
一
部

（四）

実
施
年
度

平
成
十
七
年
度
及
び
平
成
十
八
年
度

〇
・
五
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

（五）

認
証
年
月
日

平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
五
日

三
（一）

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

南
秋
田
郡
八
郎
潟
町

（二）

成
果
の
名
称

南
秋
田
郡
八
郎
潟
町
の
地
籍
図
及
び
地
籍
簿

（三）

測
量
及
び
調
査
を
行
っ
た
地
域

南
秋
田
郡
八
郎
潟
町
浦
大
町
の
一
部

（四）

実
施
年
度
及
び
認
証
面
積

平
成
十
七
年
度
及
び
平
成
十
八
年
度

〇
・
〇
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

（五）

認
証
年
月
日

平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
五
日

秋
田
県
告
示
第
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

平
成
十
九
年
一
月
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
供
用
開
始
の
区
間

二
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
九
年
一
月
九
日

三
　
供
用
開
始
の
区
間
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

（一）

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
課

（二）

期
間
　
平
成
十
九
年
一
月
九
日
か
ら
同
月
二
十
二
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

平
成
十
九
年
一
月
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
供
用
開
始
の
区
間

二
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
九
年
一
月
九
日

三
　
供
用
開
始
の
区
間
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

（一）

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
課

（二）

期
間
　
平
成
十
九
年
一
月
九
日
か
ら
同
月
二
十
二
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
七
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
平
成
十
六
年
一
月
二
十
六
日
付
け
指
令
平
建
―
六
百
四
―
四
で
許

可
し
た
開
発
行
為
（
三
工
区
）
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
同
法
第

三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
一
月
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

横
手
市
前
郷
字
下
三
枚
橋
二
百
六
十
九
番
地

告
　
　
　
　
　
　
示

道
路
の
種
類

県

道

路
　
線
　
名

根
瀬
尾
去
沢
線

区
　
　
　
　
　
　
　
　
間

鹿
角
市
八
幡
平
字
浦
田
三
七
番
一
か

ら
字
浦
田
三
六
番
ま
で

道
路
の
種
類

県

道

路
　
線
　
名

根
瀬
尾
去
沢
線

区
　
　
　
　
　
　
　
　
間

鹿
角
市
八
幡
平
字
長
内
三
八
番
か
ら

字
長
内
二
五
番
ま
で
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２

横
手
市
長
　
五
十
嵐
　
忠
　
悦

二
　
開
発
区
域
（
三
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

横
手
市
十
文
字
町
字
上
佐
吉
開
三
十
七
番
一

秋
選
管
告
示
第
一
号

公
職
選
挙
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
九
年
一
月
九
日

秋
田
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
田
　
中
　
伸
　
一
　

公
職
選
挙
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

公
職
選
挙
執
行
規
程
（
昭
和
三
十
四
年
秋
選
管
告
示
第
二
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
」
を
「
身
体
障
害
者
支
援
施
設
」

に
、
「
、
別
表
第
二
、
別
表
第
三
及
び
別
表
第
四
」
を
「
か
ら
別
表
第
四
ま

で
」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
中
「
指
定
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
」
を
「
指
定
身
体
障
害

者
支
援
施
設
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

収
用
委
員
会
公
示
送
達

土
地
収
用
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
四
十
二
号
）
第
五
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
示
送
達
を
行
う
。

な
お
、
送
達
す
べ
き
書
類
は
、
当
収
用
委
員
会
事
務
局
（
秋
田
県
建
設
交

通
部
建
設
管
理
課
）
に
保
管
し
、
送
達
を
受
け
る
べ
き
者
に
い
つ
で
も
交
付

す
る
。
受
領
し
な
い
と
き
は
、
平
成
十
九
年
一
月
三
十
日
を
も
っ
て
そ
の
書

類
の
送
達
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

平
成
十
九
年
一
月
九
日秋

田
県
収
用
委
員
会
会
長
　
豊
　
口
　
祐
　
一
　

一
　
事
件
名

秋
田
都
市
計
画
道
路
事
業
　
三
・
四
・
十
四
号
　
川
尻
広
面
線
に
係
る

土
地
収
用
事
件

二
　
送
達
す
べ
き
書
類
の
名
称

平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
日
付
け
秋
収
委
―
九
十
八
「
裁
決
書
」

三
　
送
達
を
受
け
る
べ
き
者

住
所
不
明

秋
田
県
秋
田
市
旭
北
寺
町
百
二
十
一
番
二
の
土
地
登
記
簿
表
題
部
所
有

者
欄
名
義
人
　
渡
部
善
八
郎
　
外
三
百
二
名

昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
日
（
第
六
千
九
百
六
十
三
号
）
掲
載
の
秋
田
県

告
示
第
二
百
四
十
八
号
（
道
路
区
域
の
変
更
）

（
原
稿
誤
り
）

三
二
五
　
　
　
　
　
終
り
か
ら
八
　
椿
川
字
山
籠
四
〇
　
椿
川
字
山
籠
四
八

―
一
　
　
　
　
　
　
―
一

昭
和
五
十
六
年
六
月
十
八
日
（
第
七
千
四
百
四
十
三
号
）
掲
載
の
秋
田
県

告
示
第
四
百
七
十
七
号
（
道
路
の
供
用
開
始
）

（
原
稿
誤
り
）

六
七
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
椿
川
字
山
籠
四
十
　
椿
川
字
山
籠
四
十

番
ノ
一
　
　
　
　
　
八
番
ノ
一

昭
和
六
十
一
年
三
月
二
十
五
日
（
号
外
第
二
号
）
掲
載
の
秋
田
県
告
示
第

二
百
九
号
（
道
路
区
域
の
変
更
及
び
供
用
開
始
）

（
原
稿
誤
り
）

一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
　
椿
川
字
山
籠
四
　
椿
川
字
山
籠
四
十

終
り
か
ら
　
　
　
十
番
一
　
　
　
　
八
番
一

一
九

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

公

安

委

員

会

告

示

秋
田
県
公
安
委
員
会
告
示
第
３
号

警
備
業
法
（
昭
和
4
7
年
法
律
第
1
1
7
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第

2
2
条
第
２
項
第
１
号
に
規
定
す
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
（
以
下

「
講
習
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
及
び
機
械
警
備

業
務
管
理
者
に
係
る
講
習
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平

成
1
7
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
1
8
号
）
附
則
第
２
条
に
規
定
す
る
講
習

を
実
施
す
る
の
で
、
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
及
び
機
械
警
備
業
務
管
理
者

に
係
る
講
習
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
5
8
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
２

号
）
第
２
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
1
9
年
１
月
９
日秋
田
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
大
　
渕
　
宏
　
道
　

１
　
講
習
に
係
る
警
備
業
務
の
区
分

法
第
２
条
第
１
項
第
２
号
に
規
定
す
る
警
備
業
務

２
　
実
施
期
間

平
成
1
9
年
２
月
1
4
日
（
水
）
か
ら
同
月
1
6
日
（
金
）
ま
で
の
３
日
間

３
　
実
施
場
所

秋
田
市
寺
内
神
屋
敷
３
番
１
号

秋
田
県
青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー

４
　
受
講
定
員

3
0
人
（
定
員
に
達
し
た
場
合
は
、
申
込
み
の
受
付
を
打
ち
切
る
。
）

５
　
受
講
資
格
者

警
備
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
1
6
年
法
律
第
5
0
号
）
に

よ
る
改
正
前
の
警
備
業
法
第
1
1
条
の
３
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ

れ
た
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
（
以
下
「
旧
資
格
者
証
」
と
い

う
。
）
を
保
有
す
る
者

６
　
受
講
申
込
手
続

（
１
）
受
付
期
間

平
成
1
9
年
１
月
1
5
日
（
月
）
か
ら
同
月
1
9
日
（
金
）
ま
で
の
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
間

（
２
）
受
付
場
所

県
内
の
各
警
察
署

（
３
）
提
出
書
類

ア
　
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
受
講
申
込
書

イ
　
旧
資
格
者
証
の
写
し

ウ
　
代
理
人
が
提
出
す
る
場
合
は
、
本
人
か
ら
の
委
任
状

７
　
講
習
手
数
料

1
4
,0
0
0
円

受
講
申
込
書
を
提
出
す
る
際
、
秋
田
県
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

８
　
そ
の
他

（
１
）
講
習
初
日
の
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
3
0
分
か
ら
午
前
８
時
5
0
分

ま
で
と
す
る
。

（
２
）
講
習
に
は
、
筆
記
用
具
を
持
参
す
る
こ
と
。

（
３
）
各
講
習
と
も
、
講
習
終
了
後
、
筆
記
方
式
の
修
了
考
査
を
行
い
、
講

習
に
係
る
事
項
を
修
得
し
た
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
、
講
習
修
了
証

明
書
を
交
付
す
る
。

（
４
）
講
習
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
秋
田
県
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課

（
電
話
0
1
8
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6
3
-1
1
1
1
内
線
3
0
4
3
、
3
0
4
4
）
又
は
最
寄
り
の
警
察

署
生
活
安
全
課
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。
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